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１．研究成果の概要 

(a) English Central（自習課題）は春学期に試用し、英語力向上意欲および英語でのコミュニケーションに

対する関心の高い学習者には有効な学習ツールとなるが、そうでない学習者は Duolingo の方を好み、ゲーム

性がまずは学習習慣形成に役立つこと。 

(b) ChatGPT の教育利用として、まずは教員向け、次に学生向けに、利用実態調査とリテラシー向上のワ

ークショップを実施した。生成 AI（LLMs）の文章生成の仕組み（強みと限界）を理解することで、生成

AI を「解答マシーン」や「代筆者」としてタスクを丸投げするような「活用」の回避につながることが

確認できた。 2024 年度は、「対話」を有効活用できる、批判的判断と自律性を持った学習者養成のため

に、ターゲット語彙・構文の練習のための例文・対話文の生成、オンラインのクイズおよびリフレクショ

ンに対するフィードバック生成等に ChatGPT を活用するハンズオン的なタスクの設計・試行を行なった

が、意識の変化（気づき）は観察できたものの、行動の変容までは確認できていない。 
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３．主な経費 

文献費、Text-to-Speech ツールのサブスク、学会出張旅費 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 


